
将来を見据え、
さいたま市のまちづくりや市役所移転

について考えよう
さいたま市⾧ 清水 勇人

令和３年度タウンミーティング
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●説明
１ 新庁舎移転整備等の必要性
２ 新庁舎整備について
３ 現庁舎地利活用について

●意見交換
①市役所のイメージはどのようなものですか?移転について思うことなど。
②どのような市役所にしたいですか?
③現庁舎地はどのような場所にしたいですか?

市役所のイメージ、移転について思うこと、新庁舎に求めること、現庁舎地利活用のイメージなど、
皆様の“想い”をお聞かせください。

本日の進行



１ 新庁舎移転整備等の必要性
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● 新庁舎移転整備等の必要性

●合併協定書調印（平成12年9月）
「将来の新市の事務所の位置については、さいたま新都心周辺地域が望ましいとの意見を踏まえ、
新市成立後、新市は、交通の事情、他の官公署との関係など、市民の利便性を考慮し、将来の新
市の事務所の位置について検討するものとする。」

● 新市庁舎庁内検討会議（平成14年度～20年度 計21回開催）

● さいたま市庁舎整備検討委員会（平成20年度～23年度 計7回開催）

● さいたま市本庁舎整備審議会（平成24年度～29年度）計21回開催）

● 本庁舎整備検討調査
● 現庁舎に係る現況調査業務
● 本庁舎整備等に係る基本的な考え方（令和3年2月)

平成12年度

平成14年度

平成20年度

平成24年度

令和２年度

令和元年度

● 市民ワークショップ（令和3年8月）

● 本庁舎耐震補強工事完了（平成28年10月～平成31年2月）

平成30年度

令和３年度

●本庁舎のあり方については、本市誕生以来、重要な課題として、⾧年にわたり様々な観点から検討
を積み重ねてきた。

● 審議会答申（平成30年5月）
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• さいたま市本庁舎整備審議会において、本庁舎の「基本的な考え方及び機能」の整理がさ
れた後、２つの都心に含まれる「浦和駅」、「大宮駅」及び「さいたま新都心駅」のエリ
アを候補として、防災性、シンボル性、交通利便性などの視点から具体的な位置について
議論が行われた結果、「さいたま新都心駅周辺（半径800ｍ圏内）」が最も望ましいとの
答申を受理。

• 令和元年度・２年度の調査により、答申で示された条件を満たす３つの適地から「さ
いたま新都心バスターミナルほか街区」を選定した。

▲答申を受理(平成30年度)▲豊島区役所視察(平成27年度)

● 新庁舎移転整備等の必要性

① 位置等に係る検討
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• 建築後４５年が経過しており、劣化状況等を把握するため、令和元年度に実施した建物
の現況調査の結果、鉄筋の腐食や広範囲の漏水が見られ、現庁舎の目標使用年数は６０
年（令和１８年まで）となった。

• 現状における維持管理経費等、今後必要なコストについて、使用年限を前倒して新
庁舎を整備することで縮減が可能。

• 移転時期として、１０年後の令和１３年度を目指すことがふさわしいと考えた。

▲配管の劣化状況 ▲屋上防水の劣化状況▲現在の庁舎

● 新庁舎移転整備等の必要性

② 現庁舎の現状
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• 今後の本市のまちづくりの方向性として、２都心がそれぞれの特徴や強みを生かし、
２都心を一体的に発展させるとともに、都心と副都心をネットワークで結ぶことにより、
本市全体が発展していくことを目指している。

• 県都である浦和の文教という強みを生かし、本庁舎移転を契機とした現庁舎地の利活用、
（仮称）浦和駅周辺まちづくりビジョンによるまちづくりを推進するとともに、東日本
の対流拠点である大宮の商業という強みを生かし、大宮駅グランドセントラルステー
ション化構想などを推進することとあわせ、本市誕生の象徴であり、市の中心にあるさ
いたま新都心に都市経営の拠点として新庁舎を整備することで、全市的な発展をめざし
ていく。

● 新庁舎移転整備等の必要性

③本市の将来を見据えたまちづくりの推進

▲さいたま新都心



• 本市の未来を見据えた全市的なまちづくりの観点から、
10年後の令和13年度に「さいたま新都心バスターミナル
ほか街区」への新庁舎の移転整備を目指すこととした。
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※本庁舎の移転には「さいたま市役所の位置に関する条例」の改正が必要。

● 新庁舎移転整備等の必要性（まとめ）

方針１ 新庁舎の移転整備

方針２ 庁舎移転後の現庁舎地のあり方

• 市民サービスの拠点となる浦和区役所や浦和消防署の機能
を残しつつ、古くから文化、教育の先進地であっ
た歴史等を踏まえ、「県都」「文教都市」を象徴し、
「多様な世代に愛され、県都・文教都市にふさわしい感性
豊かな場所とすること」を目指すべき方向性とした。

市の方針について、市民や議会の皆さんにご意見を伺ってまいります！

さいたま新都心バスターミナルほか街区
（埼玉県さいたま市大宮区北袋町1丁目603番地1,2）

新庁舎整備場所
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市役所のイメージはどのようなものですか?
移転について思うことなどを教えて下さい!

お聞きしたいこと

①市役所について



２ 新庁舎整備について
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● 新庁舎整備の検討

11

新庁舎整備については、⾧年にわたり様々な観点から検討を積み重

ね、本市の未来を見据えた全市的なまちづくりの観点から、10年後

の令和13年度を目途に「さいたま新都心バスターミナルほか街区」

（さいたま市大宮区北袋町1丁目603番地1,2）への新庁舎の移転整備を目指すこと

とした。



①❶ 本市の都市づくりの一翼を
担う庁舎

❷ 本市のシンボルとなる庁舎

● 新庁舎整備の８つの基本理念

防災中枢拠点として災害に
対応できる庁舎

❹

ＳＤＧｓに配慮した環境に
やさしい庁舎

❺

❻ すべての人が使いやすいユニバーサ
ルデザインを実践する庁舎

❼ 多様な主体による協働や
市民交流が行われる庁舎

❽ セキュリティに配慮した庁舎

これまでの検討や現庁舎の現状等を踏まえた新庁舎の基本理念

ＤＸなど今後の変化に柔軟に対応し、
効果的、効率的に行政運営が行える庁舎❸
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必要面積及び基準階の床面積を踏まえ、概ね20階程度、
90～100ｍ程度と想定。

● 新庁舎の規模と概算費用等

新庁舎の概算面積、約43,000㎡ (現況39,000㎡)

概算面積の算定は、市民利用スペースの拡充と、※国の
基準を参考にしつつ、執務室が狭あいである現庁舎の現
状を踏まえ算定。

※ 国の基準:国土交通省「新営一般庁舎面積算定基準」
総務省 「平成22年度地方債同意等基準運用要綱」

※必要面積の詳細は、今後の各計画段階で精査していく。

新庁舎の概算費用、約221億円
・本庁舎部分（43,000㎡）の施設整備費として約215億円
・建設に係る設計費、バスターミナルに係る解体費として

約17.4億円
・民間活力を用いた手法により約11.6億円の財政支出の削

減効果。
※費用の詳細は、今後の各計画段階で精査していく。

新庁舎の基本理念等を踏まえ、新庁舎の概算面積や概算費用等の見通しについて整理。
配置及び構成は、現況のバスターミナル機能の維持、民間施設との複合化の可能性を考慮し、公益複合
施設としての一体的な整備を図る方向で検討し、想定される建物構成のイメージ図を作成。
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新庁舎整備への適合性が見込まれる事業手法を踏まえた、供用開始までの概略スケジュール

※基本計画の検討にあたっては、事業手法の詳細検討を含むほか、必要に応じてPFI等導入可能性調査
を実施。

※設計には、一般的な基本設計・実施設計を含む。

● 今後の進め方
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どのような市役所にしたいですか?

憩いのスペース、防災に強い市役所など・・
新庁舎にあったらよいと思う機能・サービスなど・・

お聞きしたいこと

②新庁舎整備について



３ 現庁舎地利活用について
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● 現庁舎地利活用の検討

17

本庁舎移転後の現庁舎地については、最も身近な市民サービスの拠点である

浦和区役所※や浦和消防署の機能を残しつつ、浦和の歴史や地域のまちづく

りの状況等を踏まえた新たな利活用を行うことで、市民にとってより良い場

所となるよう検討を進めて行く。

※区役所の事務
・市民の身近な生活に関連した事務、地域コミュニティの振興、

地域の環境整備、地域施設との連携調整 など

本庁の事務
・全市的な企画、広域的・統一的な処理が必要な事務、大規模施

設の設置・管理、予算や人事等の内部管理事務 など

（現庁舎は１Fが浦和区役所、２F以上が本庁）



・現庁舎地は、 「鎌倉文士と浦和絵描き」と称される由縁となった地域の中に位置し、
埼玉県師範学校等が立地するなど、文化・芸術や教育分野において歴史がある。

・現在も、数多くの文化・教育施設が周辺に集積している。

・現在の埼玉県発足後、約150 年に渡って県庁所在地であり続けた歴史がある。

⇒「文教都市を象徴する地域」・「県都としての誇りがある地域」

〇まちの成り立ち

明治33年 埼玉県師範学校鯛ケ窪校舎

● 現庁舎地周辺の地域特性等
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〇現在の地域特性
・閑静な住宅地が広がり、別所沼を臨む高台には高級住宅街が形成されている。

・洋画家 髙田誠のモザイク作品を広く市民に公開するなど、文化芸術を楽しめる場でもある。

・人口、世帯数が増加傾向にあり、民間の調査において、浦和は住みたいまち、子育て
がしやすいまち

・地域資源が豊富(うなぎや、サッカークラブなど)

〇都市イメージ



(1)「県都」「文教都市」を象徴する

(2) まちづくりに貢献する

(3) 豊かな生活につながる

(4) 本市の更なる飛躍につながる

19

●目指すべき方向性
「多様な世代に愛され、県都・文教都市にふさわしい感性豊かな場所とすること」

●基本理念
本市の都市づくりの考え方や地域特性等を踏まえ、現庁舎地の利活用に当たっての基本理念及び
目指すべき方向性は次のとおり。

● 基本理念及び目指すべき方向性



次の各機能を基本に検討を具体化していく。また、掲げた機能を全て満たすものではなく、単独や複合化による
配置や、民間活力の導入も視野に入れ、検討を進める。

機能 想定される具体的な機能

文化芸術
機能

①本市の歴史、文化、さらには、自然、科学などの未来へのポテンシャルが高い
事項について、来館者が幅広く知識に触れ合い、吸収できる機能

②ジャンルや世代に捉われない多様な文化芸術についての創造・発信機能

●市民ワークショップの主な意見

・楽しく、かつ浦和の文化を知れる場所がよい。
・本格的な劇場、コンサートホールなどがよい。（市内の施設ではキャパが少ない。）
・歴史と行政の資料館がよい。（市の歴史、行政文書など）県都としての歩みを学習する機会になる。
・芸術系の活動をしている人の発表、展示スペースの確保。
・ストリートカルチャーが発展する施設などがあってもよい。（ストリートカルチャー・現代アートは下地があ

り起爆剤になりえるのではないか。）

≪文化や芸術に関する意見≫
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● 利活用の考え方①



● 利活用の考え方① 【参考】利活用のイメージ

金沢 21世紀美術館（石川県金沢市）
提供：金沢21世紀美術館

▼国内外の現代美術に
触れられる美術館

名古屋市科学館（愛知県名古屋市）
提供：名古屋市科学館

▼誰もが楽しみながら科学に
親しめる総合科学館

▼美術館、芸術劇場、文化情報センターなどが複合化し、
芸術文化活動の推進拠点となる施設

▼音楽・舞踊・演劇等の多様な
文化芸術の活動拠点となる施設

愛知芸術文化センター（愛知県名古屋市）提供：愛知芸術文化センター
（写真左：愛知県芸術劇場コンサートホール）（写真右：アートライブラリー）

札幌市教育文化会館（北海道札幌市）
提供：札幌市教育文化会館

文化芸術機能
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機能 想定される具体的な機能

教育・先進
研究機能

①グローバル人材を育成するため、多言語・多文化環境において、世界中の留学生
などと共に学ぶ研究機能

②世界に誇る技術をもつ市内企業と国内外の大学が連携・協働し、AIやICTなどを活
用し、最先端技術の研究を行う研究開発機能

③イノベーション機能(インキュベーション機能含む) 
④医療（スポーツ医科学等）に関する教育・研究機能
⑤企業の先進的な研究や専門的なスポーツ科学等について、市民の学びにつながる

機能

・専門性の高い大学院大学などがよい。（スポーツ・デジタルサイエンスなど）
・大学の医学部＋附属病院がよい。（特に国立大学。スポーツ科学・研究施設の併設）
・学ぶだけでなく、人を育てる場所になるとよい。（インキュベーションなど）
・多様な人々・人材が集うイノベーション・コラボレーションスペースがよい。
・専門的、独特なものが学べる学校がよい。（芸術・文学・宇宙など）
・スポーツ教育関連施設がよい。(サッカー×教育(最先端のサッカー練習室、サッカーで遊べる施設))
・IT・AIなどの子供向けの教育施設がよい。
・学べる施設、身につく施設がよい。（さいたま市から日本のリーダーを輩出するような環境をつくる）

≪教育や研究施設等に関する意見≫●市民ワークショップの主な意見
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● 利活用の考え方②
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● 利活用の考え方② 【参考】利活用のイメージ

ARCH虎ノ門ヒルズインキュベーションセンター
(東京都港区)

出典：ARCH虎ノ門ヒルズインキュベーションセンターホームページ

▼世界中から研究者・学生が集まる
グローバルな研究拠点

▼国内外の先端企業も入居するオフィ
ス棟や交流棟を有する施設

国連大学（東京都渋谷区）
出典：国連大学ホームページ

（写真：学術会議等に利用される国際会議場）

▼事業改革や新規事業創出に特化した
インキュベーション施設

▼スポーツ医科学研究の中枢機関 ▼最先端の研究施設と複合体験施設の併設

スマートシティＡｉＣＴ(福島県会津若松市)
出典：パナソニックホームページ

国立スポーツ科学センター (東京都北区)
出典：国立スポーツ科学センターホームページ

資生堂グローバルイノベーションセンター
(神奈川県横浜市)

出典：資生堂グローバルイノベーションセンターホームページ

教育・先進研究機能



機能 想定される具体的な機能

市民交流
機能

①広場・緑地などオープンスペース等を生かした市民のコミュニティ機能

②集客施設との併設による交流スペースの整備など、施設を介した交流の場、市民
参画の場となる機能

・公園、緑地、オープンスペース、特色生かした庭園、写真スポットなどがあるとよい。
・子供たちが伸び伸びと活動できる場所の確保。
・市民交流できる多目的広場がよい。（イベント・防災・健康づくりなど）
・他地域の人に来てもらえる、浦和の魅力を発信するような集客施設がよい。
・集客施設・イベント機能がよい。（食文化を通じた交流、子供たちが社会科見学でも来れる、大人も学べる博

物館型のテーマパーク、浦和の資源を活かした学びと集客の共存施設）
・相互の機能を関連付けた複合化にするのがよい。
・車輪スポーツ（自転車など）の交流の場があるとよいのではないか。

●市民ワークショップの主な意見 ≪交流する場などに関する意見≫

24

● 利活用の考え方③
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● 利活用の考え方③ 【参考】利活用のイメージ
市民交流機能

南池袋公園（東京都豊島区）
提供：株式会社nest

アオーレ長岡（新潟県長岡市）
出典：一般社団法人長岡観光コンベンション協会ホームページ

▼市民の活動空間として多様なイベント
が開催される屋根付き広場

▼カフェと一体となった公園

▼憩いやにぎわいの場となる庁舎前の
オープンスペース

Minaさかい（大阪府堺市）
出典：堺市ホームページ
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● 【参考】利活用のイメージ
（１）～（３）の複合的な機能

グリーンスプリングス（東京都立川市）
（左） 画像提供：PLAY!（PLAY! MUSEUM「ぐりとぐら しあわせの本」展 会場写真）

（中央）画像提供：TOKYO創業ステーションTAMA
（右） 画像提供：株式会社立飛ストラテジーラボ

▼ホールや図書情報館、広場等の複合 ▼ミュージアムやスタートアップオフィス、広場等の複合

▼ミュージアムや図書館、テラス等の複合

中心市街地拠点施設アンフォーレ（愛知県安城市）
出典：アンフォーレホームページ

ところざわサクラタウン（埼玉県所沢市）
提供：角川武蔵野ミュージアム
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①環境への配慮
・環境に最大限配慮した脱炭素化など
・周辺の土地利用への配慮や周辺環境と調和した景観形成など

③地区交通への配慮
・アクセス道路や渋滞緩和など
・回遊性の向上に資する交通アクセスの検討など

②防災への配慮
・オープンスペースの確保、緊急避難場所など

● 配慮すべき事項
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⾧期(約10～15年後)
令和14～18年度頃

・利活用に向けた整備等

・現庁舎地利活用の開始

・まちづくりビジョン等を
踏まえた検討の具体化

・利活用計画（骨子）策定

短期(～約5年後)
令和4～8年度頃

中期(約5～10年後)
令和9～13年度頃

・利活用計画策定

・利活用に向けた手続き開始
（事業者の募集など手法に応じた手続き）

・段階に応じた市民、学識経験者、民間事業者等への意見聴取

・新庁舎供用開始【R13】・（仮称）浦和駅周辺
まちづくりビジョン策定【R4】

● 新庁舎移転後すみやかに利活用に向けた整備等を行うことを想定し、以下のスケジュールを基本に
検討を進めていく。

● また、機能移転後の消防庁舎や第二別館等の空スペースの利活用等についてもあわせて検討していく。

● 現庁舎地の利活用は、市民の皆様をはじめとする多くの方々から御意見をいただきながら、地域の
まちづくりの状況や社会情勢等を適切に反映し検討を進めていく。

※他事例等をもとに公募型プロポーザル、ＰＦＩ、従来方式のそれぞれの場合に一般的に想定される手続きを検討。

● 今後の進め方
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現庁舎地はどのような場所にしたいですか?
現庁舎地にあったらよいと思う機能・サービスなど

お聞きしたいこと

③現庁舎地利活用について



①市役所について
市役所のイメージはどのようなものですか？
市民にとって市役所とは？
移転について思うことなどを教えて下さい！

②新庁舎整備について
どのような市役所にしたいですか？
憩いのスペース、防災に強い市役所など・・
新庁舎にあったらよいと思う機能・サービスなど

③現庁舎地利活用について
現庁舎地はどのような場所にしたいですか？
現庁舎地にあったらよいと思う機能・サービスなど

30

※どのテーマでも結構です

● 意見交換


